山梨県コンクール　二部　優秀賞
　私のおにぎり　
　甲府市立貢川小学校六年　
　坂本　花鈴　
私の土曜日は、早起きから始まります。私は四年生からカヌーをしています。練習が朝の六時三十分から始まります。だから家を五時四十五分には出発しなければならないので、前日のうちに準備を完璧にしていても、五時三十分には起きなくては間に合いません。夜は、どんなに遅くても十時までには寝るようにしているのですが、それでも大変です。
　朝ごはんは、カヌー場までが山道で、私は登りで車に酔いやすいから、食べることができません。ついてから、すぐ食べることを何度も家族にすすめられましたが、食べてすぐに練習すると、お腹が痛くなるのでどうしてもできませんでした。
　私には七歳年上の姉がいます。私が六年生になったときにその姉が言いました。
「朝ごはんを食べて練習をしないと、強くなれないよ。」
私の事情も分かっているはずなのにと思いましたが、姉は高校生の時に全国で七位に入った実力者。その姉が言うのなら、逆に朝ごはんを食べたら強くなれるのかもしれないと思いました。次の練習の時、私はいつもより五分だけ早く起きて自分のために、親指くらいのおにぎりを作って、練習前にこっそり食べました。するとその日、お腹が痛くなることもなく始めから練習の調子が良くて、終わった後いつもよりお腹がすきました。だから次の練習の時は、二つ作って練習前に一つ。帰りの車でもう一つ食べました。
　カヌー場へは母が送り迎えをしてくれます。帰り道で私がおにぎりをたべているとうらやましそうにチラチラ見てきます。次の練習の時は、おにぎりを三つつくって、一つを母にあげました。母は梅干しが好きなので、梅干しを入れてあげます。私は鳥そぼろが大好きなので作り方を教わり作りました。鳥のひき肉に、しょうゆと砂糖とみりんを入れて弱火で混ぜ続けるだけです。思っていたより簡単に作れて、とてもおいしくできました。
　おにぎりは四つになりました。小さめの一つは塩にぎりです。練習前に食べます。梅干し入りは母に。母は私の練習中に食べています。鳥そぼろ入りの一つと、きゅうりの漬物入りの一つは私の練習後の楽しみです。
　この夏、大会がありました。大会から帰ってどんぶりいっぱいのごはんで作った大きなおにぎりを食べていたら姉が、
「試合どうだった？」
と聞いてきました。私は胸を張って答えました。
「一人乗りは自己ベストが出たよ！二人乗りは自己ベストが出せて全国七位になったよ。」
姉はにっこり笑って、言いました。
「しっかり食べて大きくなったらもっともっと早く強くなれるよ。がんばって」
「うん、がんばるね」
私は答えておにぎりにかぶりつきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

